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1. 背景・目的

理学療法士及び作業療法士（以下、セラピスト）の臨床では、対象者の身体機能の評価

や治療を行う過程において、身体に触れ、一緒に動く非言語的な身体間コミュニケーショ

ンを伴うことがある。セラピストは対象者とのやりとりの中で、身体的・心理的特徴を多

角的に捉える必要がある。一方、対象者の身体的特徴や症状はその時の気分状態によって

異なり、その場の反応に応じた臨機応変さが求められ、対象者に触れることによる心理的

影響もアプローチとして考慮する必要がある。これらのスキルはセラピストの暗黙知とし

て積み重ねられており、言語化、定量化することが難しく、セラピストの徒手的介入おけ

る心身の相互作用について述べた論文は少ない。本研究では、セラピストの徒手的介入の

要素の中でも心理的影響のあるタッチに焦点を絞り、対象者の心理状態との関係性を調べ

ることで、より効果的な徒手的介入方法を検討することを目的とした。

2. 研究１ セラピストの徒手的介入が気分状態に及ぼす影響

2.1 目的

セラピストの徒手的介入が対象者とセラピストの気分状態に及ぼす影響を調べる。

2.2 対象

被験者：研究担当者の所属する病院（以下、当院）に臨床実習生として配属された養成

校の学生 18 名

セラピスト：当院に所属する理学療法士１名

2.3 実験の流れ

① 事前デモンストレーション

② 二次元気分尺度

③ 座位前方リーチテスト

④ 徒手的介入

⑤ 座位前方リーチテスト（再評価）

⑥ 二次元気分尺度（再評価）

2.4 介入内容

学生は治療用ベッドに端座位になり、説明及びデモンストレーションを研究担当者が行っ

た。学生自身の意識付けは特に必要ないことも説明した。セラピストは学生の後方に座り、

後方から学生の胸郭に触れ、姿勢筋緊張、重心の揺れ、息遣い等を感じながら、座位前方リーチ

テストを実施するにあたって、より機能的な座位姿勢となることを目標に治療的な誘導を行った。

実際の臨床場面では、必要に応じて声掛けをしたり、触れる場所を変えることで固有感覚情報の

提供場所を変えたり、セラピスト自身の立ち位置を変えたりと、対象者に応じて様々な過程が生じ

る。しかし、それぞれの過程が介入結果に影響するため、今回の研究では、介入を「タッチ」に限

定し、言語指示や触れる部位の変換、セラピストの立ち位置の変換等は行わないこととした。よっ

て、介入最中のタッチの質的な変化や、その中でセラピストと学生が一緒に動くことのみを許可し

た。介入時間は定めず、セラピストが学生の身体にある程度の変化を感じ取ることができた時点で

終了とした。
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2.5 結果と考察

リーチ距離は有意に短くなった。二次元気分尺度では学生は休息のエリア、セラピスト

は平常心のエリアに多く分布した。学生とセラピストを被験者間要因、徒手的介入を被験

者内要因とした混合計画による二要因分散分析にて、Ｖ値（活性度）とＡ値（覚醒度）に

交互作用がみられた。単純主効果にて学生のＶ値、Ａ値は有意に低下した。クラスター分

析にて学生の二次元気分尺度結果を２群に分け、座位前方リーチテストとの分散分析を

行ったが、気分状態との関連はみられなかった。原因として、セラピストと学生とのやり

とりにおいて目的が一致しておらず、学生の身体への志向性が受動的に働いた結果、セラ

ピストの徒手的介入がリラクセーションとして作用した可能性が考えられた。各測定項目

の相関分析では、有意な相関係数を示した組み合わせを時系列で解釈すると、学生からセ

ラピストへの影響よりも、セラピストから学生への影響と思われる相関が多くみられた。

双方の気分状態においてその指向性は同等ではなく、関わり方によって変化する可能性が

示唆された。

3. 研究２ セラピストの徒手的介入が心身へ及ぼす影響

3.1 目的

セラピストの徒手的介入が対象者とセラピストの心身に及ぼす影響を調べる。

3.2 実験の流れ

① 事前デモンストレーション

② 二次元気分尺度

③ マッサージにおけるリラクセーション評価尺度（以下、リラクセーション評価尺度）

④ 心理的距離感（ＶＡＳ）

⑤ 二点弁別閾検査

⑥ 座位前方リーチテスト

⑦ 徒手的介入

⑧ 座位前方リーチテスト（再評価）

⑨ 二次元気分尺度（再評価）

⑩ リラクセーション評価尺度（再評価）

⑪ 心理的距離感（再評価）

⑫ 二点弁別閾検査（再評価）

3.3 介入内容

研究１からの変更点；

学生の身体への志向性が受動的となり、徒手的介入がリラクセーションとして作用する

ことを避けるため、介入中のセラピストと学生との会話を自由とした。

3.4 結果と考察

Ｓ値とＡ値に交互作用がみられ、単純主効果にて学生のＡ値は有意に低下し、Ｓ値（安

定度）は有意に増加した。学生のリラクセーション評価尺度ではすべての因子で有意に得

点が増加し、徒手的介入がリラクセーションとして作用したことが示唆された。心理的距

離感と座位前方リーチは有意に短くなった。二点弁別閾は有意差なく、正規性が確認でき

なかった。相関分析では、学生、セラピストそれぞれのＰ値（快適度）とリラクセーショ
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ン評価尺度の身体的快感と不快感の因子に相関がみられた。また、座位前方リーチテスト、

心理的距離感、二点弁別閾それぞれにおいて、セラピストのＳ値やＰ値、身体的快感・不

快感と相関がみられた。今回の介入において学生に影響を与えたセラピストの心理的要素

を最も反映している結果と解釈できた。考察として、対象者の志向性が能動的に作用する

ためには、タッチによる心理的・身体的作用による“気づき“が必要であり、文脈があり

途切れることのない固有感覚情報の入力が必要であったと考えた。また、介入の目的を共

有することで、能動的な身体へのインタラクティブな関わりが可能になるのではと考え

た。
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